
「加賀市再生プロジェクト」公約事業化検討・総括リスト

概算コスト：金額は、原則「市の一般財源（＝市民の税金から持ち出す額）」を記載。国県補助は除く。

担当課評価：

A　推進すべき（効果が高く、即実施可能）

B　条件付き推進（課題はあるが、対策を講じて実施すべき）

C　慎重な検討が必要（留守苦闘の精査が必要、または時期尚早）

D　実施困難（費用対効果が低い、または実現性が極めて低い）

施策
項目
番号

施策項目
事業名

資料
番号

概算コスト
(一般財源)

担当課の提案・課題・評価 検討会での論点［事務局提案］

専門学校設立・総合大学設立・教
育移住の増加 1 【協議継続】 Q.高等教育機関に関する幅広い意見

基本協定に基づき推進。施設機能
等を協議

［B/条件付き推進］

図書館の老朽化対策・蔵書充実 2 1,956万円 【在り方検討も必要】

（年額）
市販図書の充実は予算確保で可
能。連携図書館の利用も促進

［B/条件付き推進］

図書館の老朽化対策・蔵書充実 3 【在り方検討も必要】

早急な対策が必要だが、将来の人
口減少（利用者減少）を想定し、統
合も含めた在り方検討がまず必要

［B/条件付き推進］

学校給食の質確認・改善 4 2億9,204万円 【継 続】 Q.学校給食に関する幅広い意見

（年額）
学校給食衛生管理基準に基づき、
徹底した管理の上で、アレルギー対
応、食育（地産地消推進）を実施

［A/推進すべき］

子ども無料の遊び場・居場所増
加 【施設・設備の維持】

基本的には施設の適切な維持管
理、設備の更新を行い、財源確保
も検討

［A/推進すべき］

屋内の遊び場での子育て手続ワ
ンストップ化 10 【ニーズ不明】 特になし。

屋内の遊び場での手続に関する市
民ニーズがない（担当課に届いて
いない。）。

［D/実施困難］

障がい児（家族）サポート強化 11 1,650万円 【専門部会で検討】 【専門部会での検討へ】

別紙
1

（年額）
児童福祉法で求められる発達支援
体制の推進について、専門的な検
討を進める。

［B/条件付き推進］

保育士の確保 12 60万円 【継 続】

福祉人材確保・育成事業
別紙
1

（年額）
保育士に限らず、介護人材につい
ても支援を継続

※介護特会分除く。 ［A/推進すべき］

学校教育課程での郷土史・文化
学習の機会増 13 【継続・課題有】 Q.郷土史・文化学習に関する幅広い意見

児童・生徒、教職員に過剰な負担が
かからないよう配慮しつつ、継続し
て、主体的・対話的な学びを促進。
旧歴史民俗資料館の資料展示等も
検討

［B/条件付き推進］

5・
6・７

要精査
宝塚医療大学の誘致

8
Q.図書館のサービス、二つある施設の在り方

図書館蔵書充実事業

8 要精査図書館施設長寿命化・快
適化事業

9
学校給食施設の適正管理
事業
安心安全・地産地消等に
ついて

10

5,6,
7,8,
9 Q.少子高齢化を見据え、将来に渡る施設の維持の

ための取組は？
中央公園施設整備事業
萬松園あいうえおの杜
山代スマートパーク
かがにこにこパーク管理
山中児童センター建設

11 要精査かがにこにこパークでの
子育て手続ワンストップ
化（ニーズの有無）

12
こども育成相談センター
運営事業
児童発達支援体制検討事
業

13

Q.金銭的なインセンティブのほか、加賀市で働き
続けたいと思われるには？

14 要精査
学校教育における郷土
史・文化学習等
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施策
項目
番号

施策項目
事業名

資料
番号

概算コスト
(一般財源)

担当課の提案・課題・評価 検討会での論点［事務局提案］

保育料・給食費無償化の継続 14 9,620万円 【継続・課題有】 Q.子育て世代の経済的支援に関する幅広い意見

（年額）
全国的に無償化が進む中、有償化
は人口流出への影響懸念

［B/条件付き推進］

保育料・給食費無償化の継続 15 1億7,649万円 【継続・課題有】

（年額）
全国的に無償化が進む中、有償化
は人口流出への影響懸念

［B/条件付き推進］

観光戦略による観光資源磨き上
げ・ブランディング 16 1億48万円 【継 続】 Q.磨き上げるべき資源は？

別紙
１

（年額）
観光消費額の拡大を期待。地域経
済の活性化、雇用につながる。

※各種事業費総額 ［A/推進すべき］

観光戦略による観光資源磨き上
げ・ブランディング 17 405万円 【継 続】

（年額）
インバウンド誘客（富裕層）へ継続
投資

※各種事業費総額 ［A/推進すべき］

企業減税と産業構造多様化 18 324万円 【継 続】

別紙
１

（誘致活動）
固定資産税等の免税はインセンティ
ブとして効果的

［A/推進すべき］

企業減税と産業構造多様化 19 １,５００万円 【継続・課題有】

（施設整備）
先行して取り組むことで、市の産業
振興に寄与

［B/条件付き推進］

企業減税と産業構造多様化 20 393万円 【継続・課題有】

（年額）
市の産業振興に寄与。成果は長期
的な課題

［B/条件付き推進］

第3次産業の誘致/未来型商業エ
リアの開発の再調査・情報公開/
未来型商業エリア開発の住民投
票

21 １億1,000万円 【検討中】 【有識者による分析・評価へ】

別紙
1

（インフラ整備に係る
初期費用）

様々な意見を踏まえ、検討中

［C/慎重な判断が必要］

農林水産業支援 22 60万円 【継 続】 Q.農林水産業支援に関する幅広い意見

（年額）
次世代育成は必須。国・県と連携
し、推進

［A/推進すべき］

農林水産業支援 23 4,676万円 【継 続】

（年額）
農地維持、就農人口・移住者増に
効果

※一部交付税あり ［A/推進すべき］

全世代の女性の健康増進 24 8,269万円 【継 続】

別紙
1

（年額）
性差に由来する健康課題に対し、
適切に対応していく。

※各種事業費総額 ［A/推進すべき］

小型周遊バス導入 25 【実証運行を検討】

別紙
1

ルート設定や運行コストなどのハー
ドルが高いが、実証としての導入を
検討

［B/条件付き推進］

16
保育料完全無償化事業

16
学校給食費無償化事業

19
観光誘客促進事業

19
インバウンド推進事業

20
Q.企業誘致や産業の活性化に関する幅広い意見

企業誘致推進事業

20 エアモビリティ産業創出
事業

20
デジタル人材育成事業

21・
22・
23 未来型商業エリア関連事

業

24 高付加価値化農産品等生
産推進事業

24 新たな農業人材による産
地活性化事業

26

Q.女性のライフステージに応じた健康増進に関す
る事業にあたり、周囲（家族、地域、学校、企業等）
の理解促進も重要。どのように周知啓発し、継続す
るか？全世代の女性の健康増進

27 要精査

Q.路線バスや乗合タクシー等を含む交通全体に対
する意見、ルートの提案など

小型周回バス導入（実証）



施策
項目
番号

施策項目
事業名

資料
番号

概算コスト
(一般財源)

担当課の提案・課題・評価 検討会での論点［事務局提案］

財政調整基金18億円への回復
事業の選択と集中（事業の実施・
廃止基準の作成）

26 【推進・課題有】 Q.市の財政運営に対する幅広い意見

目標としつつ、財政需要等から適切
に判断

［B/条件付き推進］

事業の選択と集中（事業の実施・
廃止基準の作成） 27 18万円 【推 進】

Q.選択と集中をするための判断基準として留意す
べきことは？

市政の客観性や透明性の向上、安
定的な行財政運営のため実施

※事業継続評価 ［A/推進すべき］

17
財政調整基金18億円へ
の回復

18

行政評価、事業継続評価


